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SUMMARY:Inthisstudy,theeffectofexposuretoanelectricfieldonactivationoflymphocytesintheperipheral

bloodinFIVpositiveornegativecatswasinvestigated,usinganelectricalstimulatingdevicewhichisusedfor

èlectrostaticpotentialtherapy'.Inhumancasesandinafew speciesofanimals,exposuretoanelectricfieldgen-

eratedbyanaltematingcurrenthasbeenfoundtoimprovethephysiologicalconditions.Inourexperiments,we

used8Catsinfectedbyfelineimmunodeficiencyvims(FIV)and5catswithoutFIV,eachofwhichwasexposed

toanelectricfieldfor30minutesperdayfor2weeks,andwemeasuredtheactivationoflymphocytesafteradd-

ingConcanavalinA,astimulatorofTcells.ⅠntheFIVpositivecats,electricfieldexposuresignificantlyactivated

blastogenesisoflymphocytesJnductionoflymphocyteblastogenesisintheFIVpositivecatsrequiredalongerex-

posurethanintheFIVnegativecats.Inaddition,1ymphocytesintheperipheralbloodincreasedinsomeoftheFIV

positivecats.Theseresultssuggestthatelecteicfieldexposureiseffectiveinstimulatingimmunologicalresponses

inFIVcats.
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要約 =電位治療器とは,安全な高圧交流電位を身体に与えて身体周囲に電界を発生させ,電気一生体作用を身体に与え

る物理療法機器である｡本研究では,電位治療器が生体の免疫能を活性化する作用に着目し,猫免疫不全ウイルス感染

症 (FIV)陰性猫 5頭,FIV陽性猫 8頭を用いて,電位治療器による電位負荷 (電界エクスポジャー)を実施し,そのリ

ンパ球機能を活性化するかどうか検討した｡電界エクスポジャーはFIV陽性猫のConA刺激に対する末梢血リンパ球幼

若化能を増加させ,一部のFIV陽性猫では末梢血リンパ球数も増加することが示された｡このことから,FIV陽性猫lて

対する電界エクスポジャー刺激は,そのT細胞機能を活性化することが示唆され FIV感染症治療法の 1つとして応用

できる可能性があると考えられた｡また,FIV陽性猫の電界エクスポジャー後のリンパ球幼若化能変動パターンはFIV
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陰性猫と明らかに異なっており,そのリンパ球機能を活性化するためにはFIV陰性猫より長期間エクスポジャーを実施

する必要があると思われた｡

キーワード:電位治療,FIV感染症,リンパ球幼若化能

は じ め に

高圧家庭用電位治療器は,50または60Hzの交流電源

100Vをトランスで昇圧し,導子としての電源に1000V

ないし9000Vの電位を負荷し,一定空間に電界を形成す

る健康機器であって,医療用具としての効能効果は特定

の疾患によらない4種類の愁訴,すなわち頭痛,肩凝り,

不眠および慢性便秘とされている[1]｡

実験的には電位治療器による電位負荷 (電界エクスポ

ジャー :以下Exp)により,犬において自律神経機能の

詞節や,末梢循環血流量の増加が報告されている[2]｡ま

た,ラットを用いた研究により,分葉核好中球数の減少,

リンパ球数の増加,血渠中ACTHの低下などが報告され

ている[3,4]｡獣医学領域でも臨床応用に関する報告が

散見されるものの,その効果と作用機序については不明

な点が多い｡

一方,猫免疫不全ウイルス (felineimmunodeficiency

virus;FIV)感染症は臨床現場において重要な感染症と

して認識されている[5]｡本感染症では,その免疫能,と

くにリンパ球数減少とリンパ球機能減退とともに臨床ス

テージも進行し,最終的にはAIDS期に至る[6]｡したがっ

て,リンパ球機能を保つことができれは 病期の進行を

遅らせることも可能であるかもしれない｡

そこで本研究では,電位治療器が生体の免疫能に及ぼ

す作用に着目し,現在治療法のないFIV感染症の猫に対

してその末梢血リンパ球機能に及ぼす作用を検討した｡

実験材料および方法

(1)供試動物

本実験には,以下に示す動物を供試した｡なおFIV感

染の有無については,FIV抗体をELISA法 (スナップ･

FeLV/FIVコンボTM,FeLV抗原/FIV抗体同時検査用,

IDEXX株式会社)を用いて検索した｡

1)FIV陰性健康猫

FIV陰性健康猫として,本学小動物内科学教室で管理

されている臨床的に健康で,FIVに感染していない猫 5

頭 (3-11歳齢,雄 3頭,雌 2頭)を用いた｡

2)FIV陽性猫および症例

本学小動物内科学教室で管理されているFIV陽性猫(5

- 12歳齢,雄 4頭,雌 1頭,AC期)5頭と,慢性腎不

全および難治性口内炎を呈し,本学動物病院に来院した

描 (症例 1:年齢不明,去勢雄,FIV陽性),慢性腎不全お

よび慢性鼻炎を呈し,本学動物病院に来院した猶 (症例 2L:

(瀞物藤床医学 18(3)61-67,2009)

12歳齢,避妊雌,FIV陽性,120mC乳酸リンゲル液S.C.逮
日投与),甲状腺機能冗進症を呈した猫 (症例 3:12歳齢,

未去勢雄,FIV陽性,チアマゾール 2.5mg/day/head,p.0.

sid)にExp療法を行い,経過を観察した｡

(2)方法

1)電界エクスポジャー療法

ExpはSHENPIX(樵)製,'FA9000を動物用電界医療

機器試作機として改造したものを用いた｡本機は 50Hz,

出力電圧 2000V 交流電源 100Vをトランスで昇圧し,

導子としての電源に2000Vの電位を平行平板電極に負

荷するもので,動物用ケージ (65cmX80cmX55cm)

の側面 2方向に取り付けた通電シートを底面から20cmに

設置し,通電時 1.2-3.5kV/mの平等電界を形成するも

のである.なお,ケージ内床面には絶縁シートを敷いた｡

Expに先立ち,ケージ内の環境に馴致させるため,症例 1,

2を除き,それぞれ 1匹ずつ試験開始 14日前から1日1

回30分間ケージ内で飼育し,Exp試験を1日1回30分

14日間連続して実施した｡Exp開始の前日をpre値とし,

7日目,14日目の試験終了後 15分後にへバリン添加条件

で頚静脈より採血を行った｡検体は,以下に示す項目の

測定に供したO電界エクスポジャー試験および採血はい

ずれも日周変動を避けるため12:00-14:00の間に行っ

た｡なお,症例 1については馴致期間を設けず,1日1回

30分の Expを1-4日目まで反復して計4回実施した

後,9日目に5回目のExpを実施した｡症例 2について

はExpについては馴致期間を設けず,1日1回30分の

Expを1- 5日目,8-12日目および 14日目まで反復し

て実施し,計 11回実施した｡Exp前,Exp6日目および

Expll日日の計 3回にわたり,Exp終了後 15分後にヘパ

リン添加条件で頚静脈より採血を行った｡症例 3につい

ては馴致期間を設け,Expは 1日1回30分のExpを28

日間反復して実施し,Exp前,7日目,14日目,Exp21日目,

28日目の計 5回にわたり,Exp終了後 15分後にヘパリ

ン添加条件で頚静脈より採血を行った｡それぞれ馴致期

間およびExp期間において一般状態を観察し,摂食量,

排尿 ･排便,行動の異常などの観察を行った｡

2)血液検査

一般血液検査と血液生化学検査 (BUN,Cre,TP,Alb,

Glb,A/G,TCho,TBil,ALP,ALT,LDH,GGT,Ca,Pi)

ならびに血渠タンパク質のセルロースアセテート膜電気

泳動を実施した｡
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3) リンパ球幼若化能の評価

採血後,直ちに末梢血単核球を比重法にて分離し.刺

激物質としてConcanavallnA(ConA)を10〟g/mCの膿度

になるよう添加培養し,48時間後 MTT法によりリンパ

球幼若化能を測定した[7]｡なお,リンパ球幼若化能は,

刺激指数 (sI)により評価した｡

4)lFN-T迫伝子発現

また,同じく刺激物質としてConAを 10LLg/nrCで 1時

間添加培養した末梢血単核球よりRNAを抽出し,RT-

pcR法によりIFN-γの造伝子発現について,IFN-γ追伝

子とβ-Actln迫伝子の比を用いて表し比較した[8]｡

5)統計処理

FTV陰性および陽性猫群におけるリンパ球幼若化能試

験については,Exp前とExp7日目,Exp14日目のSl値の

平均値について.各群間でDunnetrsmultlplecomparL-

sontestを実施した｡

また.IFN-γ遺伝子発現試験 については Exp前 と

ExD7日ELExp14E]目の (IFN-γのバ ン ドの面積 /β

-Actlnのバンドの面積)の平均値について.各群間で

Dunnett-smultlplecomparlSOnteStを実施した｡

血液検査についても各検査結果の平均値について,各

群間でDunnett'smultlplecomparlSOnteStを実施した｡

FIV陰性蝕虎猫群とFIV陽性猫群のExp前の末梢血リ

ンパ球数および末梢血リンパ球幼若化能試験におけるSI

値の平均値,lFN-γのバンドの面積/β-Actlnのバンド

の面積の平均値についてはpalredttestを実施した｡す

べての検定において危険率 (p)が 5%未満の場合,育

意な差があると判断した｡なお,症例 1.症例 2,症例 3

については試験条帆 および検体数の不足のため統計処

理は行わなかった｡

結 果

1.FIV陰性健康精における変化

(1)臨床所見と行動の変化

1日1回 30分のExpにおいて,供試猫の状態は電界

に曝していないケージに入れていた馴致期間と比較して

変化は認められなかった｡非常にリラックスした様子で

ケージ内に機になっていた｡また食餌の摂取量,飲水最,

排尿 ･排便に関しても馴致州間とExp期間では特に変化

を示さなかった｡

(2)血液検査

末梢血中の白血球数は,Exp前で94800±1740.5/FLOで

あったのか.Exp7EIErで95600±11125/LLC.Exp14日目

で8500士24705/LLCと大きな変動は認められなかった｡

末梢血中のリンパ球歓はExp前で 38432± 1097.3/LL

eであったのが,Exp7日目に29906±7835IFLeと若干

低下の傾向を示し,Exp14日目には 3887.8±12932/LLC

とpre値とほぼ同じ値を示した (Flgl)｡しかし,各供

拭猫ごとに観察 した場合,Nol,No4および N05では

Exp14日目にpre値よりも高い値を示し,そのうちN04

とN05ではpre値のほぼ2倍の値を示した｡

赤血球数は有意な差はないものの,低下の傾向を示した｡

ヘマトクリット値はExp前で434±357%であったのが.

Exp7日目に399±378%,Exp14日目には387±337%

となり.Exp前と比較し有意差が認められた (pく005).

TPはpre値で69±020g/dQであったのが,Exp7日El

に6.4±027g/dQ.Exp14日日には66±015g/dQとなり

pre値と比べExp7日目.およびExp14日目において有

意な低下が認められた (P〈O.05)｡AlbとGlbも有意差

はないもののExD後,低下傾向を示した.

なお.これら以外の血液検査項目は,Expによる大き

な変化は認められなかった｡

(3)リンパ球幼若化能 (FIぢ2)

リンパ球幼若化能のSI値は,FIV陰性健康猫ではpre

値が 14519±20.13であったが,Exp7日目には20799±

6396と高値を示した｡その後.14日目には7日日よりも

低下した｡

(4)IFN-T迫伝子発現 (FI者3)

IFN-γ遭伝子発現についてIFN一丁/β-Actln比を検討
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Exp前 7日El 14日EI

Flgl FIV陰性健康猫の14日間反復屯界エクスポジャーにおけ

るリンパ球数の変動 (平均値±sE)

F一g2 FIV陰性健康猫の14El間反復両界エクスポジャーにおけ

るリンパ球幼若化能の変動 (平均値±SE)

E二くP前 7日 目 14日日

Flg3 FIVE陰性鯉旅猫の 14El間反 復屯界エ クスポジ ャ ーにおけ

る IFN-γ遺伝子発現の変動 (conA+ )(平均値 ±SE)
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したところ,pre値が 080±007であり,Exp7日日069

±009,Exp14日目に066± 008とExp前とExp14日

目で有意な低下が認められた (pく005)｡

2FIV陽性猫における変化

(1)臨床所見と行動の変化

1日1回 30分の電界エクスポジャーにおいて,健康猫

の場合と同様に臨床所見ならびに行動に顕著な変化は認

められなかった｡

(2)血液検査

Exp前の一般血液検査において,いずれの供試猫にお

いても,異常値は認められなかった｡

末梢血中の白血球数は,Exp前で 77200±8470山β

であったのが,Exp7日目で 86200±13496/LLC.Exp14

日日で 90800±6398/LLCと有意な差はないものの上昇

傾向が認められた｡末梢血中のリンパ球数は Exp前で

30436±6081山βであったのが,Exp7日日に 24194±

44445/LLQ,Exp14日目には 26630±2801/LLeと7E]日

に減少傾向を示した (F唱4)｡

ヘマ トクリット値は Exp前で 390±205%であった

のが,Exp7日目に378±252%,Exp14日目には 392±

203%とExp前と比較し大きな変動は見られなかった｡

血液生化学検査では,LDHは 5頭中3頭で 347-403

0/βの高値を示 した｡また N08において BUNが 349

mg/dCと軽度上昇が認められたが.他の検査項目に異常は

見られなかった｡LDHが高値を呈したNo6,No10では,

Exp14日目にそれぞれ 130U/♂,158U/βと低下を示した｡

しかし,N07では,LDHは429U/Qと上昇したC

また,これら以外の血液検査項目は,Exp前後で大きな

変化は認められなかった｡

(3)リンパ球幼若化能 (Flg5)

FIV陽性猫における末梢血リンパ球幼若化能のSI値は.

Exp前において FIV陰性健康猫のSI値と比較し,有意

に低いSI値 (1843± 1093)を示した (pく001)0

ま た.Exp7日日 には 4280± 1764,Exp14日 日に は

8113±2393と次第に増加し,Exp14日目にはExp前と

比較して有意な上昇が認められ (p<ool),Exp後のSI値

の変動はFIV陰性健康猫と異なるパターンを示したo

(4)IFN一丁遺伝子発現 (Flg6)

Exp前 の IFN-γ/β一Actln比 は 072± 015で あ り.

FIV陰性健康猫と大差なく,Exp後はわずかな低下を示

した｡

3症例における変化

(1)難治性口内炎と慢性腎不全を呈した症例 1の変化

1)臨床所見と行動の変化

1日1回 30分の Expにおいて,臨床所見ならびに行

動に顕著な変化は認められなかった｡また難治性口内炎

の改善は認められなかった｡

(qTTr)顛
蟹
γ
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n

Exp前 7日目 14日目

Flg4 FrV陽性猫の14日間反復怒界エクスポジヤ-におけるリ

ンパ球数の変動 (平均値±sE)

Exp前 7日目 14El目

Flg5 FIV陽性猫の14日間反投花界エクスポジャーにおけるリ

ンパ球幼若化能の変動 (平均値±sE)

I

r t l l r

Exp前 7日目 】4日目

Flg6 FIV陽性猫の14El間反復電界エクスポジヤ-における

lFN-γ迫伝子発現の変動 (collA+)(平均値±sE)

2)血椎検査と末梢血リンパ球幼若化能の変化

症例 1では BUNの353mg/dCと creの312mg/dQ以外

にExp前の一般血液検査および血液生化学検査において

異常は認められなかった.

末梢血中リンパ球数はExp前で2310/〟βであったのが,

Exp5日日で 1896/LLCと減少 した.ヘマ トクリット値は

Exp前で 41%であったのが,Exp5日目で 32%と減少し,

TPも同様にExp後で減少した｡BUNは Exp前で 353

mg/deあったのが,Exp5日日で 540mg/dCと増加 した.ま

たCreはExp前312mg/deであったのがExp5日目で303

mg/dCと変わ らなかった｡LDHは Exp前で 198U/Gあっ

たのが,Exp5日目で 95U/βと減少した｡また,これら以

外の血液検査項目は Expによる大きな変化は認められな

かった｡

リンパ球幼若化能は,Exp前のSI値が418であったが,

Exp5日目に 123に増加した.
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(2)慢性腎不全を呈した症例 2の変化

1)臨床所見と行動の変化

1日1回分のExpにおいて,臨床所見ならびに行動に

顕著な変化は認められなかった｡また歯肉炎および慢性

鼻炎の改善は認められなかった｡

2)血液検査と末梢血リンパ球幼若化能

症例 2ではBUNの54.7mg/dCとcreの2.52mg/dC以外

にExp前の一般血液検査および血液生化学検査におい

て,異常値は認められなかった｡

末梢血中リンパ球数はExp前で1668/LLCであったのが,

Exp7日目で4080/LLB,Exp14日目で3924/LLBとpreと比

較して増加した｡ヘマトクリット値はExp前で 34%で

あったのが,Exp7日日で 30% Exp14日目で 31%とExp

前と比較して減少した｡TPもわずかに低下した｡BUN

は Exp前で 54.7mg/dQであったのが,Exp7日日で 62.3

mg/deExp14日目で65.9mg/dCと増加した｡creについては,

Exp7日目で2.52,Exp14日目で2.50mg/deと変化はなかっ

たoLDHはExp前で 179U/Bあったのが,Exp7日目で

145U/B,Exp14日目で 102U/Bと減少した｡また,これ

ら以外の血液検査項目はExpによる大きな変化は認めら

れなかった｡Exp前のSI値は4.37でありExp7日目に4.79,

Exp14日目で53.3と増加した｡

(3)甲状腺機能元進症を呈する症例 3の変化

1)臨床所見と行動の変化

1日1回30分のExpにおいて,臨床所見ならびに行

動に顕著な変化は認められなかった｡本症例では,甲状

腺機能冗進症の治療を続けながら28日間の電界エクス

ポジャーを実施した｡実施期間中,甲状腺機能冗進症

の症状は安定しており,チアマゾールの増減は必要がな

かった｡

2)血液検査と末梢血リンパ球幼若化能

末梢血中リンパ球数はExp前で1767/LLBであったのが,

Exp7日目に2684/LLC,Exp14日目には 5074/LLB,Exp21

日日3978/LLCに,Exp28日日3922/LLBとExp前と比較し

て上昇した. ノ,

ヘマ トクリット値はExp前で46.8%であったのが,

Exp7日目に41.0%,Exp14日目には42.0%とExp21日

目に39%,Exp28日目に37%と徐々に低下した｡また,

これら以外の血液検査項目はExpによる大きな変化は認

められなかった｡

Exp前のSI値は62.4であり,Exp14日目では 116.9,

Exp14日目に45.9,Exp21日目には71.1,Exp28日目には

92.2であった｡Exp7日目にはExp前のほぼ2倍の値に

増加したが,その後一旦低下,再び徐々に増加した｡

3)IFN-γ遺伝子発現

Exp前のIFN-γ/β-Actin比は0.79であり,Exp7日目

0.56,Exp14日目に0.57とExp21日目に0.64,Exp28日

目 には0.74であり,大きな変化は観察されなかった｡
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考 察

電磁界が人間を含む生物に及ぼす影響の研究は,数多

く報告されてきた[9]｡その多くは細胞レベルや実験動物

に関するもので臨床獣医学領域での研究は少ない｡また

電磁界が動物の免疫に及ぼす影響についても実験動物で

の限られた情報しか得られていない[9-11]｡

本研究ではExp前に馴致期間を設けたFIV陰性およ

びFIV陽性猫群ならびに症例 3では,馴致期間とExp

期間で一般状態および行動に変化は認められず,採食量,

飲水量,排便および排尿にも変化は認められなかった｡

さらに,馴致期間を設けていない症例 1と2においても

Exp期間中に一般状態および行動の変化は認められず,

採食量,飲水量,排便および排尿にも目視による観察上

で変化は認められなかった｡古川らは91日間反復 Exp

において,ラットの成長,摂水量および摂餌量において

有意な変化は認められなかったと報告しており[12],本

研究も同様の結果であったと考えられる｡

また,全供試猫がExp中にはケージ内で横たわるなど

リラックスした姿勢をとっていた｡石井らは高圧自然発

症ラットに対する反復電界エクスポジャーを実施し,心

拍数,カテコラミン濃度には有意な変動が認められない

が,血渠中ACTHに有意な低下とコルチコステロンに低

下傾向が認められたと報告している[4]｡本研究ではこれ

らの測定は実施していないが,リラックスした姿勢など

から,Expによるストレスは無く,何らかの静穏効果が

誘導されていると考えられた｡

また甲状腺機能元進を呈する症例 3においてExp期間

中にチアマゾールの増量の必要も無かったことから,甲

状腺機能を元進させることは無かったと考えられた｡し

かし,本研究における甲状腺機能元進症猫は 1例のみで

あったため,この点については症例の積み重ねが必要で

あると考えられた｡

末梢血白血球中のリンパ球数は,FIV陰性健康猫

とFIV感染無症状期 (AC期)の猫ではExp後一過

性の軽度の低下を示し,その後回復する変動パター

ンを示 した｡ これ に対 しFIV感染の有症期 の症例

2,3では,Exp後,リンパ球数は増加を示した｡28日

間Expを実施 した症例 3では,リンパ球数はExp後

増加し,以後も高い値を維持した｡伊藤らは,ヒトに

おける28日間Expによる末梢血 リンパ球比率の増

加傾向を報告している[13]｡また,古川らはラットに

おける91日間反復 Exp (17.5kV/m) において,リン

パ球の有意な増加を報告している[3]｡さらに,リン

パ球は分化の際にアセチルコリン受容体を受け継ぐこと,

および末梢血でのリンパ球は副交感神経の支配下にあ

り,末梢血リンパ球の比率変化は副交感神経活動度を推

定させ,自律神経のバランスの変化に対する指標となる

との報告もある[14]｡症例とその他の猫のリンパ球数の
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変動パターンの差については,その機序を明らかにする

ことは出来なかったが,少なくとも症例 2と3では他の

猫に比べてExpによる副交換神経活性化の影響を強く受

けていた可能性があると思われた｡

FIV陰性健康猫の赤血球数およびヘマ トクリット値,

血清総蛋白はExp後,徐々に低下する傾向を示し,ヘマ

トクリット値および血清総蛋白についてはExp前と14

日目で有意に低下していた (P〈O.05)｡古川らはラットに

おける91日間反復 Expにおいて,ヘマトクリット値の

有意な増加を認め,赤血球数および血清総蛋白に関して

は変化がなかったと報告している｡この点に関しては本

研究の結果と異っているが,一方で石井らは血管拡張に

基づく血圧の低下を報告している[4].またDolgikhらは,

青年期における本態性高血圧症に対し,低強度の電磁界

に一定時間さらされることにより,従来の治療方法と比

較して,より効果的な降圧作用があったと報告している

[15]｡動物に電界や鍍刺激を加えた時の一般的な効果と

して,末梢血管拡張,血流速度の増加などが認められて
1

いるが,本研究で認められた結果も生体電気活性の向上

や自律神経調節を介した体液移動が関与している可能性

もあると考えられた｡

血液生化学検査では,慢性腎不全の症例でExp後

BUNの軽度の増加が観察された｡前述のようにExpは

血圧を低下させるため,慢性腎不全の症例には腎臓の血

流量低下を招く可能性もあると考えられた｡しかし,一

方で症例のCre濃度は増加しておらず,口内炎の良化な

どによる摂食量の増加によるBUN上昇も考えられるた

め,この点については今後検討してゆく必要があると思

われた｡

リンパ球幼若化能のSI値は,FIV陰性猫群ではExp前

に比較しExp7日目に高値を,Exp14日目には低値を示し

た｡またFIV陽性猫群ではExp14日目までSI値が経時

的な上昇を示した｡これはExpが正常リンパ球に対しリ

ンパ球幼若化能の活性化作用を有する可能性を示唆して

いる｡

リンパ球活性化は細胞内ca2+濃度の上昇が引き金の一

つであることが知られている[16]｡原らは,血清 ca2+秦

よびca濃度がExpにより上昇することを報告している

[17]｡また高橋らはExpにおいて細胞内ca2+の増加が

ATPに依存せず,小胞体からの誘導により引き起こされ

ると報告している[18]｡これらのことから,本研究にお

けるリンパ球幼若化能の変化はExpによる血清中ca2十

濃度およびATP非依存性細胞内ca2+濃度の影響を受け

ている可能性があると考えられた｡

FIV陽性猫群は,Exp後のリンパ球幼若化能試験にお

いて,ConA刺激に対しリンパ球幼若化能の有意な上昇

を示した｡FIV陽性猫群のSI値はFIV陰性猫に比べて

Exp前に有意に低い値を示しており,Expにより徐々に

sI値が上昇したことから,Expはリンパ球機能がより低

下している状態で有効であると考えられた｡

FIV感染猫ではそのステージの進行とともに末梢血リ

ンパ球幼若化能の低下およびヘルパーT (Th)細胞分化

のTh2細胞への偏りがみられ 細胞性免疫が低下するこ

とが知られている[19]｡また,本実験で使用したConA

はT細胞に対する刺激剤とされ[20],この刺激に対する

反応である芽球化能を検索することはT細胞機能評価の

指標となる｡このことから,ExpはFIV陽性猫における

T細胞機能を活性化していると考えられ,FIV感染症治

療法の一つとして臨床応用できる可能性があると考えら

れた｡しかし,間歌的にExpを実施した2症例について

は,連続 Expに供したFIV陽性猫と比較して著しいリン

パ球幼若化能の活性化は認められなかった｡このことか

ら,Expは間歓的より連続的に実施する方が,リンパ球′
機能をより活性化すると考えられた｡

Exp後,FIV陰性猫および陽性猫群で共にIFN-γ/β-Ac-

tin比は徐々に低下する傾向を示し,preと比較しExp14

日目では有意な低下が認められた｡pessinaら[21]は

invitroにお け る 12時 間 ELF (ExtremelyLow Fre-

quency:低周波電界)下の末梢血単核球がpHA添加誘

導性にIL-1βおよびⅠし2の産生を増加させ,TNF-α産

生の低下を示すことを報告している｡これらのサイトカ

インはリンパ球増殖を促進する働きを持つため,invitro

でのExpはIFN-γ産生を増加させる可能性が考えられ

る｡Invivoで実施した本研究とこれらのinvitroの報告

とを比較することは困難であるが,生体に電界負荷した

場合に引き起こされる自律神経系の活性化ならびにサイ

トカインネットワークの変化による影響が今回の差異に

反映されている可能性があると思われた｡またExp時間

もpassinaらに比較して非常に短いことも一因として考

えられた｡

本実験の結果より,電界エクスポジャーは猫のリンパ

球機能を活性化することが示唆され,とりわけFIV陽性

猫では持続的なリンパ球幼若化能の上昇を示したことか

ら,FIV陽性猫では有効であることが示唆された｡しか

し,FIV感染はその病期が進行するに従い,細胞性免疫

が低下するため,本実験で供試したAC期およびARC

期以外の病期におけるリンパ球機能の検索が必要である

と考えられた｡また,本実験においてはIFN-γ産生量は,

Exp後 FIV陰性および陽性猫で共に低下しており,坐

体内におけるリンパ球機能に関わるIL-2,IL-4,TNF-α,

Ⅰし10など他のサイトカインに対する検索が必要である

と考えられた｡

電界エクスポジャーは非侵襲的な物理療法機器であ

り,長期にわたる経過をたどるFIV感染症においては継

続的な適用が容易である｡今後,FIV感染症の治療法と

して活用できるかどうか,さらに臨床例で検索する必要

があると考えられた｡
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